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静岡県においても本年5月までの風しん累計患者数は、既に98人となっています（昨年同時期18人）。風しん

流行の中心は、20歳以上の男性ですが、女性や他の年代の報告もあります。免疫を持たない若い世代では注意が

必要です。

また、妊娠初期の女性が風しんにかかると、生まれてくる赤ちゃんが 先天性風しん症候群になる可能性もあ

るため特に注意が必要です。耳が聞こえにくい、目が見えにくい、心臓に病気がある、発達がゆっくりしている

など、赤ちゃんがそのような生まれつきの病気にならないよう、家族みんなで予防接種をうけることをご検討く

ださい。

※風しんの予防接種は、2回接種されていれば免疫がつくと考えられています。回数に満たない方は、風しんの

抗体検査を受けるか予防接種を受けましょう。

情
報
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
市
が
公
文
書
と
し
て
管

理
し
て
い
る
文
書
等
を
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と

信
頼
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
公
文
書
開
示
請

２４

求
は
、
市
長
、
教
育
委
員
会
、
農

業
委
員
会
宛
に

件
で
し
た
。

２１

境
界
確
定
に
関
す
る
請
求
が
一

番
多
く
、
請
求
件
数
全
体
の
約
２３

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
の

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ

い
て
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
己
の
情

報
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求

め
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

平
成

年
度
の
個
人
情
報
開
示
請

２４

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
保
有
個
人
情
報
の
訂
正

請
求
や
利
用
停
止
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

問
合
せ
先

総
務
課
庶
務
係

緯
鰻
２
２
１
１

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成24年度
請求のあった情報の種類（総数21件）
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公開の方法処理状況
請
求
件
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機 関 視

聴

写
し
交
付

閲

覧

取
り
下
げ

却

下

非

公

開

一
部
公
開

全
部
公
開

－18－－－110819市長所管部局

－1－－－－－11教 育 委 員 会

－1－－1－1－1農 業 委 員 会

－20－－1111921合 計

公文書公開請求処理状況 （単位：件）

女性は妊娠前に

風しんの予防接種を
ご検討ください

接種後２か月は避妊が必要です。

接種回数は

子どもの頃の接種を含め２回です。

妊婦は風しんの予防接種を受けられません。

成人男性は

接種することを

ご検討ください

風しんにかかったことがない方

風しんワクチンを受けていない方

どちらも不明な方

妊娠中の女性の家族は

風しんの予防接種を
ご検討ください

妊婦は風しんの予防接種を受けられません。

１歳児（第１期）と小学校入学前１年間

（第２期）は麻しん風しん混合ワクチンの

定期接種を受けましょう。

˝

˝

˝

生まれてくる赤ちゃんのために

問合せ先 健康増進課健康づくり係 緯鰻２２１７

「「「風しん」の予防接種を受けましょう「「風しん「風しん」」の予防接種を受けましょの予防接種を受けましょうう

接種を希望の方は、医療機関へ問い合わせして予約をしてください。

（１件で複数請求の場合、処理も複数になることがあります）

広報しもだ ２０１３.７月号 －１２－

消防団協力事業所として新たに㈲ヤマモト楽器、㈲渡辺工

業、㈱オートライフKの3事業所の認定式が行われました。高

まる防災意識とともに消防団に対する信頼はますます深まっ

ています。

下田市国民健康保険税条例の一部改正等を含む諮問に対す

る答申が下田市国民健康保険運営協議会会長よりなされまし

た。ますます増加する医療費の抑制などの要望を受け、今後

一層努力してまいります。

健康で、安心できる毎日を

静岡県、下田警察署、市の協力のもと、訓練を行いました。

集荷場への避難訓練ののち、災害の仕組み等のビデオ講座、

そして区民自ら危険個所や避難場所を考える机上訓練を行い、

自助、共助の心得を学びました。

下大沢区で土砂災害防災訓練

陰祭りの前日のこの日、熱い真夏を思い起こさせる笛と太

鼓の音色が下田旧町内を練り歩きました。取材を行った場所

では4つの町が集まり、揃い打ちを披露しました。胸に響く

太鼓の音が町中に舞い上がりました。

夏がいよいよ始まります
黒船祭期間中、下田中学校吹奏楽部がおこなった街中コン

サートの会場で岩手県山田町への義援金が集められました。

この義援金は山田中学校吹奏楽部に下田市を通じて送られま

した。

今年は夏の大運動会です。心地良い好天のもと、綱引きや

リレー、ダンスなど、様々な種目が行われ、1年生から6年生

まで元気に楽しく参加しました。家族の声援に、みんな嬉し

そうな笑顔でした。

消防団活動しやすい企業の環境づくり

心暖かなつながり

夏の運動会

６
月
の
で
き
ご
と

1～30日 あじさい祭・きんめ祭り（6月1日～6月30日）

1日 下田市グラウンドゴルフ大会

下田市消防団水防訓練

ごみひろいしましょ

7日 ボランティア連絡協議会創立10周年記念大会

9日 平成25年度賀茂支部消防操法大会

13日 ファーストブック

16日 静岡県知事選挙投票日

17日 下岡蓮杖翁顕彰慰霊祭

19～25日 市議会6月定例会

－１１－ 広報しもだ ２０１３.７月号－１３－ 広報しもだ ２０１３.７月号
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＊納期内に納めましょう。

＊納税は便利な口座振替で

＊口座振替は残高確認を！

７月の納税

固定資産税 ２期

国民健康保険税 ３期

介護保険料（普徴）１期

（納期は7月31日）

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

（
６
番
窓
口
）
緯
鰻
２
２
１
６

࠾
用
༧
ఆ
人
һ

消
防
職

３
人
程
度

ड
ݧ
ࢿ
֨


①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
又
は

平
成

年
３
月
卒
業
見
込
み
の

２６

方
で
、
平
成
３
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

②
短
期
大
学
（
高
等
学
校
卒
業
を

入
学
資
格
と
す
る
修
業
年
限
２

年
以
上
の
専
門
学
校
を
含
む
。）

を
卒
業
し
た
方
又
は
平
成

年
２６

３
月
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
平

成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

③
大
学
を
卒
業
し
た
方
又
は
平
成

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
で
、

２６昭
和

年
４
月
２
日
以
降
に
生

６２

ま
れ
た
方

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
及
び

地
方
公
務
員
法
（
昭
和

年
法

２６

律
第
２
６
１
号
）
第

条
に
規

１６

定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
す
る

方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

障
害
福
祉
相
談
会
の

お
知
ら
せ

（
公
財
）下
田
市
振
興
公
社
自
主
事
業

体
験
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
教
室

相
談
支
援
事
業
所
の
相
談
員
が

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
、
医
療

機
関
へ
の
受
診
、
介
護
に
関
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
障
害
者
や

そ
の
家
族
等
の
全
般
的
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。


࣌

７
月

日（
水
）

１７

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０
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役
所
第
２
委
員
会
室

ࢼ
ݧ

ٴ
ͼ
ࢼ
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第
一
次
試
験

月

日（
日
）

１０

２０

教
養
試
験
・
作
文

第
二
次
試
験

月

日（
日
）

１１

１０

体
力
試
験
・
口
述
試
験
（
面
接
）

ड

ظ
ؒ

７
月

日（
月
）～

２２

８
月

日（
金
）

３０

※
郵
送
は
８
月

日
必
着
。

３０

ࢼ
ݧ
Ҋ

・
ड
ݧ
ਃ
ࠐ
ॻ



試
験
案
内
及
び
受
験
申
込
書
は

下
田
消
防
本
部
の
ほ
か
、
次
の
場

所
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

西
伊
豆
消
防
署
（
西
伊
豆
町
仁
科
）

河
津
分
署
（
河
津
町
峰
）

南
伊
豆
分
署
（
南
伊
豆
町
加
納
）

ఏ
ग़
・
問
合
せ
先

〒
４
１
５－

０
０
２
６

下
田
市
六
丁
目
１
番

号
１４

下
田
消
防
本
部
総
務
課
人
事
財
務
係

緯
鰻
１
８
２
９

下
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ

ブ
メ
ン
バ
ー
が
、
海
で
の
安
全
な

遊
び
方
や
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
に

つ
い
て
楽
し
く
ご
指
導
す
る
と
と

も
に
、
下
田
の
海
の
す
ば
ら
し
さ

や
命
の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
ま
す
。

開
࠵

࣌

８
月
６
日（
火
）、９
日（
金
）、

日
２０

（
火
）、

日（
金
）（
全
４
回
）

２３

午
前
９
時

分
か
ら
正
午

３０

ձ


吉
佐
美
入
田
浜

ࢦ
ಋ
ऀ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
下
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
ク
ラ
ブ

ର

ऀ

小
学
生
３
年
生
～
６
年
生
で
２５

メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
こ
と

ื
ू
ఆ
һ

名
３０

ࢀ
Ճ
අ

４,
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
含
む
）

ਃ
ࠐ
Έ
ํ
๏

左
記
ま
で
直
接
お
越
し
い
た
だ

く
か
、
も
し
く
は
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
・
問
合
せ
先

敷
根
公
園
屋
内
温
水
プ
ー
ル

緯
姥
６
３
３
３

胃
閏
２
４
４
６

楽
し
い
初
心
者
向
け
の
ス
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
教
室
で
す
。
驚
く
ほ
ど

綺
麗
な
下
田
の
海
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
。


࣌

７
月

日（
土
）、
８
月
３

２７

日（
土
）
８
月

日（
土
）、
９
月

３１

１４

日（
土
）

９
時

分
～
午
後
４
時

３０

ू
合

ॴ

敷
根
プ
ー
ル
ロ
ビ
ー

開
࠵

ॴ

下
田
市
周
辺
の
海
岸

ର

ऀ

小
学
生
以
上
で

ｍ
以

２５

上
泳
げ
る
方

（
身
長
１
２
５
尺
未
満
の
方
は
ウ

エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
が
無
い
た
め
、
参

加
で
き
ま
せ
ん
）

࣋
ͪ


水
着
、
バ
ス
タ
オ
ル

ื
ू
ఆ
һ

１
回
に
つ
き

名
１２

క



各
開
催
日
の
前
日
ま
で

ड
ߨ
ྉ

１
回
５,
０
０
０
円

※
器
材
レ
ン
タ
ル
代
、
保
険
料
、

昼
食
代
含
む

ਃ
ࠐ
Έ
ํ
๏

左
記
ま
で
直
接
お
越
し
い
た
だ

く
か
、
も
し
く
は
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

ਃ
ࠐ
Έ
・
問
合
せ
先

敷
根
公
園
屋
内
温
水
プ
ー
ル

緯
姥
６
３
３
３

胃
閏
２
４
４
６

大
海
原
に
出
て
、
楽
し
く
親
子

で
釣
り
は
い
か
が
で
す
か
。


࣌

８
月
３
日（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

分
３０

※
荒
天
時
は
８
月

日（
土
）

１０


ॴ

須
崎
漁
港

ର


小
学
生
か
ら
中
学
生
と
そ

の
保
護
者

ఆ
һ

名
（
先
着
順
）

５０

ࢀ
Ճ
අ

子
ど
も
１,
０
０
０
円

大
人

１,
５
０
０
円

※
保
険
料
含
む

ਃ
ࠐ
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

緯
姥
５
０
５
５

夏
休
み

親
子
漁
船
釣
り
教
室

平
成

年
4
月
1
日
採
用

26

下
田
地
区
消
防
組
合
職
員
募
集

（
公
財
）下
田
市
振
興
公
社
自
主
事
業

ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

相談支援事業所

ମো
障害者相談支援事業所オリブ

緯４３－３１３１

తো
地域生活支援センターすまいる

緯２８－０１０６

ਫ਼ਆো
南伊豆地域生活支援センターふれあい

緯６２－２９１１


